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◆滝川市 第 3回検討会議 ディスカッション資料 

 

（１）滝川市中心市街地の実態について 

①広域商圏調査（北海道平成２１年度）における滝川市の状況 

 ・平成２１年度、北海道では消費者の購買動向の変化や大規模小売店舗進出等の影響を把握し、道内の

地域商店街の賑わい再生、中心市街地活性化ための基礎データとして活用することを目的として、広

域商圏調査が行われた。 

 ・調査によると、滝川市は、道内で８箇所ある広域商圏の内、札幌広域商圏に属し、その中で中小商圏

の拠点として機能している。 

 ・滝川市の商圏は、下表に示すとおりであり、平成２１年における商圏人口は約１２万人と平成３年か

らの推移では若干減少している傾向にある。 

 

表－札幌広域商圏を構成する市町村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－札幌広域商圏の買回品の流出率 
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②中心市街地の商業の実態 

ａ）中心市街地における商店街組織と空き店舗状況 

 ・中心市街地には、４つの商店街組織があり、その店舗数は１５７店舗である。 

 ・１５７店舗の内、３８店舗は空き店舗となっている。 

 ・大型店は、中心市街地にスマイルビル、高林デパート及び名店ビルの３施設あるものの、疲弊した

状態にあり、特に高林デパートは、建築後３０年以上経過し、老朽化が著しい。 

・名店ビルは、建築基準法の耐震基準が抜本的に改正された昭和５６年以前に設計され、建築されて

いることから、耐震に対する対策が必要であると思われる。 

 

図－商店街組織と空き店舗状況（H19中活計画より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－大型店舗立地状況（H19中活計画より） 
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②栄町３・３地区の検討状況 

ａ）現在までの検討の経緯 

平成  ３年 × ラルズプラザ撤退（名店ビル） 

  平成  ８年 × 札幌フードセンター撤退（高林デパート B1） 

  平成  ９年 × かくはた撤退（高林デパート B1） 

         × 高林デパート廃業宣言 

         × くにい（高林デパート・キーテナント）撤退（本社倒産） 

△ YES そうご電気（高林デパート）郊外移転 

  平成 10 年 ○ 三番館開店（高林デパート「くにい跡地」） 

  平成 16 年 ● チャレンジショップ「は・てぃ」（名店ビル内に設置） 

  平成 19 年 × 元気カード会移転（高林デパート⇒第一パーキング） 

        × 名店ビル空き店舗化（全閉店） 

・ある事業者からの提案内容は、１階に生鮮食品などを扱う店舗、２階に子供や老人が集まるような

施設、３階以降は共同住宅といった１棟と平屋のドラックストアなどといった２棟を入れる計画案

が出され、再開発を行う機運が高まった時期があるが、現在は停滞している。 

 

ｂ）今後の展開の方向性 

 ・平成２３年度では、地権者の合意形成を進め、中心市街地活性化協議会において、地区再生につい

て「ゼロベース」から検討する予定にある。 

   

③駅前周辺地区のまちづくり動向 

   ・滝川駅舎におけるバリフリー対策を契機に、新しい滝川市の玄関口を創造するため、駅前広場等の

再整備が検討されている。 

   ・今後は、駅前広場整備を見据えた、駅前地区の開発に関する計画を策定するなど、実現に向けた検

討が必要となってくる。 

   

 

 

④中心市街地活性化協議会メンバーに対するアンケート調査 

ａ）アンケートの目的 

 ・本アンケートは、中心市街地活性化協議会の会員に対し、中心市街地活性化の担い手として、自ら

（数人共同での事業化も含む）あるいは、まちづくり会社が取り組む可能性を把握することを目的

としている。 

 

ｂ）アンケート（案） 

  次ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図－栄町３・３地区及び駅周辺地区の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体面積 8,723.57㎡ 

（2,638.86坪） 

※商業地域、準防 80％／400％ 

（参考） 

①高林ビル 

 床面積 13,650㎡  

 地下１階、地上３階 

屋上駐車場  

鉄筋コン造  

S48建設、S53増築 

 ②名店ビル  

床面積 7,580㎡ 

  地下１階、地上４階 

鉄骨鉄筋コン造 S55建設 

・駅前広場再整備 

・駅周辺計画の検討 
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（２）滝川市中心市街地の現況を踏まえた活性化の方向性 

 

①全体のストーリー（中心市街地のまちづくりの方向性） 

○中心市街地活性化基本計画に掲げる地区の活性化の更なる展開を図り、活性化目標を達成する上では、

注力すべき取組の重点化と活性化に向けたシナリオの再構築が必要となる。 

○今後の地区における活性化の具体的推進に向け、特に中心市街地活性化基本計画に掲げる活性化の方向

性の視点を踏まえたアクションプログラムの方向性を明確に定めることが求められる。 

○これらを個別の取組として推進するのではなく、地区のまちづくりに関わる主体が互いの連携により一

体的に推進することで、成果を確認し、相乗効果、波及性、持続性を生みだすことが可能となる。その

ため、こうした主体間のつなぎ合わせ、適切な方向に誘導する組織あるいは人材の明確化が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スマイルビルの位置づけ・活用の方向性 

①まちなかにおける、にぎわい・交流の顔づくり 

○現状の基本計画が対象とする１００ha 弱のエリアにおいて、点的な取組を個別に行っては十分な

効果が発揮されにくく、重点的かつ象徴的な取組を起点として、小さな動きをつなぐ波及性のある

まちづくりが求められる。 

○栄町３・３地区、スマイルビルといった老朽化した大規模商業施設があり、現状のままではこうし

た大規模施設の閉鎖・廃墟化の可能性が高く、地区のまちづくりを進める上ではこれらの施設跡の

利用が重要な課題となる。 

○こうした視点から、大規模な土地利用転換や現状施設の有効利用等を通じて、これらを新たな街の

拠点としながら、基本方針に基づく取組の骨子に掲げた活動を展開することが重要となる。 

○また、こうした拠点づくりを通じて、これらを両極とするベルロードの再生、滝川市役所や市立病

院方向とのつながりの強化など、点的な取組を線的に波及させることが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②まちづくりの拠点の可能性 

○中心市街地の新たなまちづくりを支える二つの核について、現状の動向等を踏まえて今後の取組の

方向性について以下に整理する。 

 

 

  

【滝川市中心市街地活性化に向けた基本的方向性】 

①既存の商業拠点や駅周辺の再生による、中心市街地の新たな集客・交流の場の形成 

②点から線、面へとまちづくりの波及的展開 

●駅近接の利便性を活かし、駅利

用者や来街者、まちなかの居住

者等に多様なサービスを提供で

きる「滝川の顔」づくりを交通

結節点と一体的に展開 

●既存の公共空間を活かした、実

験事業等の推進によるマネジメ

ントの基盤を形成 

●現在の施設所有者を中心とする

活用の検討経緯を踏まえ、まち

なかにおける賑わいの中心とし

ての機能・空間を誘導 

■基本方針に基づく取組の骨子 

■活性化の視点 

■取組の基本方針 

まちなかに賑わいを生む暮らしの場の

創出 

歩いて暮らせる・歩いて楽しいまちなか空間の再生 

○高齢化社会の到来に対応した、歩いて暮らせるコ

ンパクトなまちづくり 

○交通利便性を活かした、中心市街地における交流

人口の増加 

○来街者が歩いて楽しめる賑やかなまちづくりの

推進 

◆コンパクトなまちづくり 

（歩いて暮らせる・歩いて楽しいまちづくり） 

○「楽しさ」「賑わい」を享受できる、歩いて楽し

める中心市街地を形成することが求められる。 

○滝川の数多い観光資源を中心市街地活性化に結

び付け、多様な手段による情報発信を通じてまち

なかの「楽しさ」「賑わい」を創造することが求

められる。 

◆たのしさ・賑わいの再生 

滝川のにぎわいと暮らしの魅力を凝縮したコンパクトなまちなかの再生 

滝川の魅力を端的に体感できる交流の場

の形成 

まちづくりの持続的な推進・展開の担い手づくり 

３ 

４ 

１ ２ 

暮らしの場 

『場の創出・再生』 『活動・にぎわいの創出・連携』 

交流の場 

に ぎ わ い を

つなぐ空間 

ニーズに対応したまちなか

居住の受け皿の整備 

滝川の顔となる場・にぎわ

い・交流の場の形成 

まちなかの回遊・交流を生み

だす歩行者空間の強化 

賑わい創出 

観光交流  

担い手育成 

既存事業・まちづくり活動団

体の連携 

滝川市の観光資源を活かし

たまちなかの活性化 

中心市街地の一体的なまち

づくりを支える体制づくり 

滝川駅 
市役所・ 

市立病院 

スマイル

ビル 

栄町 

３・３地区 
ベルロード 

ス
マ
イ
ル
ビ
ル 

○駅並びにバスターミナル等、交通結節点

近接の立地（地下接続） 

栄
町
３
・
３
地
区 

○活性化計画対象区域の中心に立地 

立地特性 

○地下部の NPO による物販、貸スペース、

子育て支援 

○たきかわホールの運営 

施 設 利 用

の特徴 

○キーテナント撤退に伴う集客力の低下 

○ビル所有会社の経営悪化に伴い、廃墟化

の可能性 

課題 

立地特性 

施 設 利 用

の特徴 

課題 

○消費者協会による「暮らしのショールー

ム」の運営 

○施設の老朽化 

○商業機能の喪失による集客力の低下 

軸を中心とした個別の取組の連鎖・連携の強化 

（地区のマネジメントによる一体的なまちづくりの波及・展開） 
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（３）展開のシナリオ 

○二つの核の役割・位置づけを踏まえ、今後のまちづくりの骨格となる拠点形成に向け、以下のシナリオ

から検討並びに具体的な事業化を図るものとする。 

○特に 2 つの拠点づくりにおいては、それぞれが必要とされる役割の実現に向け、差別化を図った展開

が求められ、両者における誘導機能の差別化・役割分担も丌可分な関係にあるものと思われる。 

○こうした２拠点の関係を踏まえつつ、以下のシナリオから検討・展開を図ることが求められる。 

○さらにスマイルビルについては、周辺の開発動向との連携により、施設の持つ立地性を活かした一体的

な顔づくりを進めることが求められる。 

シナリオＡ シナリオＢ 

駅前広場・スマイルビル活用の 

一体的な「街の顔づくり」事業の推進 

スマイルビル活用の方向性 

 

にぎわい拠点の形成の

方向性 

 
二
つ
の
拠
点
の 

役
割
分
担 

駅前広場の 

再整備検討 

 

滝川駅 スマイルビル 栄町３・３地区 

滝川駅前の新たな顔となる空間及び交通結節点と連携した 

駅前の交流拠点の形成 

① 

公共機能を中心と

した再生検討 

公
共
空
間
を
活
用
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
礎
と
な
る
実
験
事
業
の
展
開 

商業機能

再生の 

可能性 

有 

② 

民間提案による 

新たな機能・空間

の再構築 

商業機能

再生の 

可能性 

無 

① 

滝川市を主体とす

る既存公共施設の

建て替え等に併せ

た駅前への集約化

等の検討 

栄町 3・3地区再生事業

の展開 

 

② 

民間事業提案に

基づく商業機能、

居住機能等の新

たな駅前の顔づ

くり事業の展開 

商業機能

を中心と

したにぎ

わい拠点

の再生 

岩見沢ポ

ルタビル

のスキー

ムと同様

に、商業

＋公共機

能で展開 

栄町３・３地区の 

再活性化 

拠点をつなぐ「にぎわい再生ロード」を中心とした活性化事業の展開と連鎖 

【賑わい再生ロード】 

●メインストリートとして、二つの

拠点を起点とする取組を受止め、

波及させる 

●小さな取組をつなぎ、連鎖的な取

組を推進する基軸 

【まちなか活性化軸】 

●中心市街地活性化を

重点的に推進する 3

つの拠点の再生・機

能向上 

●3 つの拠点を結ぶ中

心市街地の活性化軸

の形成 

【公共公益拠点】 

●滝川市役所及び市立病院か

ら成る、市民の安心快適な

暮しを支える公共公益サー

ビスの拠点形成 

 

●JR 滝川駅及び駅前広場等の再

整備 

●公共交通に限らず、自動車交通

利用者も引き込む、吸引力のあ

る結節点を形成 

●駅と一体となったスマイルビ

ルの活用による【顔づくり】事

業の展開 

【広域交流拠点：まちなかの 

滝川ショーケース】 

●交通結節点機能を活かし

た、札幌や旭川方面からの

来街者や市民の広域交流と

滝川の資源に係る情報発信

を担う、滝川中心市街地の

顔となる拠点の形成 

滝川市の新しい顔づくり 

【にぎわい拠点】 

●まちなかの中心に位置する立地性を

活かし、駅前からの人の流れを受け

止め、周辺に波及させるにぎわいの

場を形成 

●栄町３・３地区における商業施設跡

の活用等を核として、民間による取

組から新たな拠点を形成 

実験事業の例 

 

・循環バスの運行（駅→スマイルビル→栄町３・３地区→市役所→市立病院） 

・スマイルビルの広場空間を活用したマルシェ 

・スマイルビルのピロティ部分を活用したオープンカフェ、フリーマーケット 

 


